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持続可能な県立病院の運営に向けた視座について

〇持続可能な県立病院の運営に向けて、以下の視座に立って、中長期的なグランドデザインについて議論を深めていく必要。
①2040年を見据えて、地域医療を守りながら県民へより質の高い医療の提供ができるか、住民サービスをどのように

向上させるか、
②医療従事者のより一層の働き方改革の推進をどのように図るか、
③持続可能な県立病院の経営基盤の構築ができるか

〇グランドデザインの議論においては、二次保健医療圏の姿などについても一体で検討する必要。
○なお、県立病院の更なる充実にあたっては、「岩手県の医療は岩手県全体で支える」との考えに則り、県民や関係市町村と丁

寧に議論していく必要。

１．基本的な方針

①県民へのより質の高い医療の提供、住民サービスの向上に向けては、昨今の医療の高度化、専門化に対応した広域的な基幹

病院を整備していくとともに、デジタル化への対応を積極的に推進する必要。

②医療従事者のより一層の働き方改革に向けては、医療従事者にとってより魅力の高い病院の整備に向けて、機能分化、連携

強化をより一層進めていく必要。

③持続可能な病院事業の更なる経営基盤の強化に向けては、より一層の経営の効率化を検討していく必要。

⇒①～③の取組の結果として、一般会計繰出金等の県民負担の軽減も図られるものと思料。

④県立病院の更なる充実に向けて、受益と負担の観点から、県民負担の見える化、新たな財源の検討や市町村との役割分担

等について整理して行く必要。

２ ．具体的な方向性

３ ．主な論点 ※前提として保健医療計画や地域医療構想の在り方も含めた議論が必要

①今後の医療需要を踏まえ、どのようにしてより質の高い医療を提供していくかの検討

⇒中長期的な視点に立った計画的な施設・設備の整備、ICTの活用による様々な視点からの医療の充実の検討

②医療の高度化、専門化に対応した広域的な基幹病院の整備に向けた課題の検討

③病院事業のより一層の経営効率化（公立病院経営強化プランへの対応）

④今後見込まれる県立病院の更新需要に係る経費負担方策についての検討
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【県立病院間の診療応援件数（令和２年度）】

県立病院間の診療応援

〇県立病院間の診療応援は、令和２年度実績６，９３２件。

単位：件応援した病院（県立病院間）

中央 大船渡 釜石 宮古 胆沢 磐井 遠野 高田 久慈 江刺 千厩 中部 二戸 一戸 大槌 山田 沼宮内 軽米 大東 花泉 東和 大迫 住田 九戸 紫波 南光 計

応
援
を
受
け
た
病
院
（（県
立
病
院
間
）

中央 38 3 3 70 114

大船渡 24 105 21 59 1 99 73 382

釜石 171 491 73 12 91 2 3 83 227 1,153

宮古 148 43 6 7 59 263

胆沢 59 47 79 51 60 1 297

磐井 45 36 22 46 13 162

遠野 227 19 10 48 131 10 9 101 15 570

高田 59 12 48 36 45 200

久慈 13 392 43 448

江刺 222 23 21 23 289

千厩 18 12 24 218 48 23 45 1 389

中部 24 4 1 22 87 22 160

二戸 6 1 143 10 160

一戸 143 115 258

大槌 121 2 123

山田 79 3 199 37 318

沼宮内 225 132 357

軽米 22 118 218 358

大東 19 24 93 22 10 168

花泉 3 126 129

東和 12 30 121 163

大迫 23 20 49 92

住田 84 84

九戸 139 84 48 271

紫波 24 24

南光 0

計 1,228 675 306 273 525 401 161 105 4 241 248 560 775 558 271 59 0 58 133 10 0 101 20 0 219 1 6,932

単位：件
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